
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学

習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し

郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたので、福

井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

令和２年５月１５日 

学校名   福井市麻生津小学校  

校長氏名  松田 正弘      

 

 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

① 麻生津地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

・教科・総合的な学習の時間・特別活動の授業の中で、環境問題を取り上げた授業を行います。 

・児童の実態に応じて、持ち物を大切にする指導を行います。 

 

② 省エネルギー・省資源 

・使用していない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消します。 

・節水を意識して、水の出しっぱなしに気をつけるようにします。 

・プリントを印刷するときは、必要な枚数を確認したり、反古紙を利用したりします。 

 

③ ごみ減量・リサイクル 

・福井市のごみ分別ルールに従って分別します。 

・職員室のゴミ箱は１つにして、ゴミ減量をめざします。 

・委員会などを通し、児童自身がゴミを減らそうという意識が高まるような取り組みを 

行います。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

④ ①での環境学習・環境教育で学んだことを掲示物等でみんなに発信できるようにする。 

（コミュニケーション・協力） 



様式第２号                                                      （提出日）令和３年２月１８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名   麻生津小学校 
（学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ 麻生津地区の環境、地球環境について学習します。 

⑤ 水や電気などの資源を大切に使います。 

⑥ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

⑤ 環境学習・環境教育 

４年生の社会科｢ごみの処理と利用｣では、学習前に家庭のごみ調べを行い、可燃物と不燃

物、資源ごみのちがいについて話し合いました。資源ごみは収集後、再生工場で加工するこ

とで、いろいろな製品に生まれ変わることを学習し、ごみの分別に取り組む姿勢が強くなり

ました。また、ゴミを減らすための４Ｒ（リサイクル・リユース・リデュース・リフューズ）

についても学習し、自分たちの生活の中でできる４Ｒを見つけました。 

「くらしをささえる水」では、生活排水が微生物の力によって浄化され、川や海に戻され

ることや、処理中に出されたガスや汚泥も次のエネルギー等に利用されることなどを学習

しました。多くの時間と労力を使っていることを知り、食器洗いの洗剤を減らすことや水を

繰り返し使うことを考えて、家族に協力を呼びかけました。 

総合的な学習や道徳では、地球温暖化や森林の働きなどを知り、身近におきている災害と

環境汚染が深く結びついていることや、それを防ぐためにできることを考えてまとめ、発表

しました。また、福井市市政出前講座「エコでエエ子に！」から、紙のごみが多く資源とし

て再利用すると良いと知り、「雑紙回収袋」を設置して活用したり、節水の大切さを再認識

したことで、家族に呼びかけて「節水カレンダー」をつけることで、家族みんなで節水の意

識を高めたりしました。 

 

        

   

 

 

 

 

  「環境についての発表」                               

 

「節水カレンダー」 

 

⑥ 省エネルギー・省資源 

各クラスの係活動の中で、教室移動時に電気を消すことや、手洗いの節水を呼びかけるな

ど、省エネルギーに心がけました。また、教員が様々な教科の中で、省エネを切に呼びかけ

ました。 

職員室には、反古紙をサイズごとに整理し、プリントの印刷に再利用しました。また、職

員会議は、個人のパソコンを開いて行い、ペーパーレス化に努めました。 

 



 

  

⑦ ごみ減量・リサイクル 

  福井市のごみ分別ルールに従ってごみを捨てられるように、 

ごみ箱にルールを視覚化したイラストを貼って、低学年でも分 

かるようにしました。 

  また、整美委員会で、かわいいキャラクターの絵を描いた簡 

易ごみ箱を学校内のあちこちに設置し、学校内にごみが落ちて 

いたら、児童が拾ってすぐに捨てられるようにしました。ごみ 

を進んで拾う児童が増えてきました。             「ごみ箱のイラスト」 

  これらは、昨年度から引き続きの取り組みで、児童の意識も高まってきたように思います。 

 

教員の意識を高めるために、職員室内のごみ箱を１つにしたり、個人のごみは、家に持ち

帰るように呼びかけたりしました。 

  また、職員室内のごみ箱の横、裁断機やプリンターの横などに雑紙入れを設置することで、

端の紙なども資源として回収することができました。 

  職員室のごみも、少し減ったように感じます。 

   

 

 

 

 

 

                           

           「職員室内のごみ箱・雑紙入れ」                    

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①  社会科や総合的な学習での環境学習を通して、福井市でのゴミの処理の方法や量を学ぶこ

とができました。また新聞にまとめたり発表したりしてみんなに伝えることで、ゴミを減ら

したり、リサイクルしたりすることの大切さを発信することができました。 

                            （コミュニケーション・協力） 
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 【具体的効果】 

② 社会科や総合的な学習の時間の見学を通して、福井市のゴミの処理の方法や量を知

り、ゴミを減らしたり、リサイクルしたりすることの大切さについて考えることが

できました。 

③ 節電や節水の大切さについて伝え、学級で係活動をしたり掲示物で節電・節水を呼

びかけたりしました。 

④ 委員会活動を通して、かわいいごみ箱を設置したことで、児童が学校内のごみを少

しでも減らそうという意識が高まりました。 

【改善点】 

・分別したごみが具体的にどのように処理され、再利用されるかについて、各学年に応

じて具体的に指導し、意識が高まるようにしていきたいです。 

・委員会の取り組みにより、学校全体でどれくらいごみが減量できたか視覚化するなど

の工夫をしていきたいです。 


